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福島第一原子力発電所事故の環境も対象に，事故時における格納容器の構造健全性を精度よく評価するこ

とを目的に、RCCV 及び SCCV を対象にした高温弾塑性解析手法の整備を進めた。本報では、整備した解

析手法の概要について報告する。 
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1. 緒言 

BWR 建設工期の短縮、格納容器の信頼性向上を目的に、2008‐2010 年度に SC 構造格納容器（SCCV）

への適用検討を実施した（フェーズⅠ）[1]。その後、福島第一原子力発電所事故を契機に、事故時荷重条

件の見直し、開発目的の追加を行い、2016 年度までの期間で RC 構造格納容器（RCCV）も含めた高温状

態での格納容器構造の健全性評価手法について整備した（フェーズⅡ）[2]。 
 
2. 格納容器の構造健全性評価手法の整備 

2-1. 格納容器構成材料の物性データの整備 
福島第一原子力発電所事故事象では、格納容器温度がオーバースケール（400℃以上）したことが報告さ

れている[3]。また、初期の高温を経た後 100℃以上の温度状態が長期間継続したことも確認されている。そ

のため、フェーズⅠでは材料試験として、コンクリート、鋼材について最高 300℃までの物性データを取得

したが、フェーズⅡでは温度範囲を最大 700℃まで拡大して材料試験を実施し、物性データを拡充した。ま

た、コンクリートについては、高温継続時間をフェーズⅠの35日から7ヵ月に延長したデータも取得した。 

2-2. 高温弾塑性解析技術の開発 
事故時荷重条件の見直しに合わせ、フェーズⅠで 200℃

までであった熱圧縮・座屈試験及びせん断試験の温度範囲

をフェーズⅡでは 300℃まで拡大した。また、図１に示す重

要部位の試験についても、最大 300℃までの温度範囲で実施

した。既設炉も含めた格納容器構造の SA 時構造健全性評価

手法の高度化を目的として、一部試験は SC 構造に加え、RC

構造についても実施した。 
試験結果と取得した材料物性を反映した各種シミュレー

ション解析の比較・評価より、複雑な挙動を示す高温条件

でのコンクリート‐鋼材複合構造の解析モデル化手法につ

いて検討し、高温下における格納容器構造を精度良く評価

可能な手法を整備した。 
 
3. 結論 

材料試験を実施し、コンクリート及び鋼材（鋼板、スタ

ッド、鉄筋）の 700℃までの物性データを取得した。また、

試験結果と解析結果の比較・評価を通じて高温下における

格納容器構造の弾塑性挙動を精度良く表現可能な解析手法

を整備した。 
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図 1 フェーズⅡ試験の概要 
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